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基調講演① 

「貞山運河を活用した地域創造」 

 

                     貞山運河の魅力再発見協議会会長 

東北大学名誉教授 宮 崎 正 俊 

 

  皆様、こんにちは。ただいま紹介をいただきました宮崎でございます。  

  本日は、このような機会を与えていただきまして、大変ありがとうございます。 

  私の専門はコンピューターとか情報でございます。そういった専門の人がなぜ貞山運河をや

っているのか、関心を持っていろいろ調査研究、議論をしているのかということを多分皆様は

疑問に思われるかもしれませんが、コンピューターとか情報というのはいろんな分野で使われ

ております。したがって、コンピューターをやっておりますといろんな分野に関心を持たざる

を得ないということでございます。そういう意味で、私は、一つは地域振興あるいは今日のテ

ーマは地域創造という言葉を使っておりますけれども、地域創造について関心を持っておりま

す。それから、その一部にはなるんですけれども、観光産業ということに関しても以前からず

っと関心を持ち続けております。私自身も観光、旅、旅行が好きなものですから、趣味と一部

研究的な観点が観光を一つテーマとして持っているということでございます。最近は観光情報

学というような分野も新しく出てまいりました。要するに、観光に情報をどう使っていくか、

コンピューターをどう使っていくかということでございます。  

  それでは早速、内容はこの６つでございます。いただいた時間は大体 30 分と聞いておりま

すので、尐し駆け足になるかもしれませんが、お話をさせていただきます。 

  まず１、なぜ貞山運河なのかということでございますが、私、一番最初の動機といいますの

は、海をテーマにした産業創出を考えたいと。海というのは地域にいろいろ密接な関わり合い

がありますので、地域振興、地域創造はやはり海というものを一つテーマにしないといけない

のではないかということで始まったわけでございます。  

  なぜ海かといいますと、日本の海というのは世界有数の資源であるとか、それから日本の資

源問題ですね、食料だとか天然資源だとか、いろんな資源問題を解決できる可能性があるだろ

うと。それから、日本は今も、皆様もご存じのように、物づくりが新興国、発展途上国にどん

どん追い上げられてきて、日本の地位が危うくなってきております。例えば中国だとか韓国だ

とか、これから東南アジアがどんどん伸びてくるだろうと。そのとき日本がこれから世界の中
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でどうやってリーダーシップをとっていくか、どんな分野でとっていくかと考えたときに、私

はそれは海洋ではないかなと考えて、そういうことから仲間と一緒にマリン部会というのを設

立いたしました。 

  社団法人東北ニュービジネス協議会、略してＴＮＢと呼んでいますけれども、そういう団体

がございます。これは全国にいろんな支部といいますか、グループがあるわけでございますけ

れども、東北の場合には東北ニュービジネス協議会ということで、東北６県が集まって新しい

ビジネスを創造しようという、そういう団体でございます。現在の会長はアイリスオーヤマと

いう企業の大山社長が会長をされております。その中にいろんな研究部会があるんですけれど

も、私と仲間が申し出まして海洋ニュービジネス研究部会、略してマリン部会というのをつく

ってもらいました。10 年ぐらいの活動になっているわけでございます。 

  海について何か新しいビジネスを考えましょうということで一生懸命議論してきたわけでご

ざいますけれども、なかなか海のビジネスって難しい面がございまして、議論がなかなか煮詰

まっていかない。そういう段階で、いや宮城県にはすばらしい貞山運河という歴史資産がある

のではないかと。これは今まで余り着目されてないし、幸いなことにこの運河はずっと海沿い

につくられているものですから、海と運河、同じようなものだということで、じゃ貞山運河に

ついて、それをビジネスあるいは地域振興の観点から研究しましょうということで始めました。 

  その結果、報告書「貞山運河を活用した観光産業の振興について」という、これは後で写真

が出てまいりますけれども、こういう冊子を、これは平成 19 年３月に発行いたしました。マ

リン部会の一つの成果として出てきたわけでございます。ということで、その後は貞山運河の

活用をマリン部会としては支援をしているということでございます。じゃ海はどうなったのと

いうことですが、今は貞山運河にいろいろ力を注いでいるんですけれども、いずれは貞山運河

がうまくいけば、こちらもまた今後海のニュービジネスについて研究を始めたいなと思ってお

ります。これは後でご覧いただけたらと思います。 

  なぜ海に着目しているかということでございます。一つは、ここにもありますように、観光

資源、割合身近な存在であるということと、それから最近は特にエネルギーの供給源として、

ここに小さく出ているんですけれども、いろんなメタンハイドレードだとか洋上風力発電と波

力発電、それから海流、温度差発電、要するに海からエネルギーを取るというのはこれから重

要になるだろうと私たちは考えているわけでございます。これは参考に見ていただけたらと思

います。 

  それから、宮城県とか仙台は今まで海にどんな関わりがあったかというのをちょっと拾って
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みました、もちろん抜けているものがあるかもしれませんけれども。一番最初は、これは貞山

運河の一番最初の堀ですね。木曳堀の開削が 1597 年に始められた。その後、支倉常長がロー

マへ政宗の命を受けて出発した。今年はちょうど 400 年になるということで、これから秋にか

けていろいろ行事が用意されていると。それから、川村孫兵衛という方が北上川の改修を行っ

たということで、この方が貞山運河にもいろいろと関与しているということでございます。そ

れから松尾芭蕉とか、これは余り議論されてないんですけれども、仙台藩士の林子平が「海国

兵談」を書いたということで、この頃から海に関して仙台藩は関心を持っていた。それから野

蒜築港が始まって、これは頓挫してしまったんですけれども。こういった宮城県は海に関わる

いろんな歴史的な事実がございますということになります。  

  これは、支倉常長が宮城県を出てメキシコを経てスペイン、ローマへ行った。スペインのセ

ビリア近郊に上陸し、常長の銅像が立っています。私はぜひこれを見たくて、10 年ぐらい前で

すかね、行って見てきたんですけれども。  

  これが先ほどの報告書でございます。  

  貞山運河は、いろんな資料が出ていますので皆さんご存じかと思いますけれども、一応３つ

の堀、木曳堀と新堀と御舟入堀、それから東名運河と北上運河という形で、３つの堀と２つの

運河で構成されるということになります。その時期というと、これは飛び飛びに続けてずっと

南から掘ってきたわけではなくて、最初はこれで、その次がこちらですかね、それから新堀に

なって、あとは東名運河と北上運河という形になります。全長は 49.0 キロ、ただ一部 2.6 キロ

は仙台新港をつくるときにあそこが潰されたという形で、そこがなくなっているのがちょっと

残念なんですけれども、一応残存が 46.4 キロメートル、幅が余りよくわからないんですけれど

も、インターネットなんかのデータですとこんな形かなということでございます。  

  位置的にはこういう形で、阿武隈川から名取川までのこの間が木曳堀という形で最初に掘ら

れたということでございます。それから御舟入堀になって、あと新堀と、この３つの堀が開削

されたことによってつながりましたという話です。あとここから松島を通って東名運河と北上

運河で旧北上川まで到達するということでございます。ここのところは仙台新港ですね、ここ

でちょっと一部切れているということになります。  

  貞山運河の起点でございますけれども、写真はちょうど震災前の写真になります。一部震災

後のやつも入れようかと思ったんですけれども、写真はたくさんあるんですけれども、入れ忘

れて、一応全部震災前の写真でございます。これが阿武隈川で、ここが水門ですね。新浜水門

です。ここから木曳堀に入っていくということでございます。こちらは北の終点、こちらは南
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の起点、こちらは北の起点ということで、ここが石井閘門になります。こちらが旧北上川とい

うことになります。 

  これはアジア航測さんの厚意で使わせてもらってますけれども、航空写真、全部一応借りて

持っているんですけれども、全部お見せするのは大変なもんですから、その一部です。これは

もちろん震災前ですけれども、これが名取川です。ここが新堀になるわけで、これは井土浦と

いう干潟、この辺が震災でどうなったかというのは私自身はまだ情報を持っておりません。  

  貞山運河の魅力と可能性でございますけれども、先ほど申しましたように、日本では最長に

なります。全部３つの堀と２つの運河を合わせると最長ということになります。２番目はどう

も岡山の倉安川というのがありまして、これが何か 20 キロぐらいなんだそうです。これは川

となっていますけれども、実際は人工の川ですから運河ということになります。木曳堀が 1600

年頃ですから、それから 80 年ぐらい後に開削された、構築されたということで、インターネ

ットで調べますと世界遺産に登録しようということで何か動いているということですので、貞

山運河もできればそういう方向にやっていけるといいかなと思っております。十分な歴史背景、

それから現在も使われている、これは非常に大きなことですね。それから、周りに豊かな自然

環境が残されています。特に木曳堀あたりがそうですね。それから新堀も一部そうだと思いま

すけれども、結構手つかずの自然が残されてました、震災前はですね。今はそういうところが

どうなっているかというのは、一部は調査しているんですけれども、なかなか全体が理解でき

ていないと。それから、観光資源としては、後で出てきますけれども、観光資源になり得るも

のとしては、歴史遺産とか自然環境だとか、あと人工物ぐらいがあると思うんですけれども、

尐なくとも貞山運河というのは歴史遺産という側面と、それから自然環境が豊かである、その

２つの条件は備えていると思います。あと人工物をつけ加えることもできるでしょうというこ

とで、あとは国際的な観光資源にもなり得るのではないかということでございます。  

  これは震災後どうなったかわかりませんけれども、新堀界隈の民家がなかなかいい風景かな

と私自身は思っているわけでございます。  

  ２番目のテーマとして、地域振興と環境産業ということで、観光産業はなぜ重要なのかとい

うことをお話ししたいと思います。  

  観光産業というのは多くの産業が関係する総合産業ということで、観光産業が興るといろん

な種類のそういう仕事が増えてくるということだろうと思います。それから、観光産業は一国

の経済を支える力がありますということで、日本は物づくりだとかそういうものがあるからま

だいいですけれども、そういうものを持ってない国では観光産業が非常に外貨を稼ぐ重要な役
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割を果たしていると。それから、環境産業は直接キャッシュフローに結びつきますので、割合

早く成果が出るということです。例えば新しい産業を興すとか、それから企業を誘致するとい

うのは相当時間が、成果が出るまでに時間がかかりますけれども、観光産業というのは割合短

期で成果が出やすいと言えるだろうと私は思っております。それから、衣食住が足りると人々

の関心は観光へ向かいますということで、当たり前のことなんですけれども、例えば日本に来

る観光客は、今は中国人がちょっと、いわゆる領土問題で減ってきているんですけれども、そ

の前は中国人が非常に多くなりました、それから韓国人ですね。東京のホテルだとかそういう

ところに行きますと、大体日本語と英語と中国語と韓国語で案内が書いてあるというぐらいに

発展途上国の人たちが来ているということで、やはりそれは豊かになったからだろうと思いま

す。中国人なんかは日本だけでなくて海外にもやはり、昔はそんなに目立たなかったんですけ

ども、今海外に行きますと中国人が非常に多いです。あと韓国人ですね。要するに、豊かにな

ってくると観光という方向へ人々は向かっていくだろうと。先ほど申しましたように、観光資

源のタイプとしましては、自然環境と歴史遺産と、あとは人工物としてテーマパーク、美術館、

博物館などがあると。人工物で典型的な例というのは東京ディズニーランドとか、ああいうも

のは一つの人工物ということになると思います。それから、観光資源の形態として、静的なも

のと動的、要するに移動して観光するというものがあるかと思います。これからの観光は点か

ら線、線から面へと広がりを持つような観光になるのではないかなと思います。  

  これはちょっと古い記事なんですけれども、これからの観光として、従来の観光は名所旧跡

と温泉巡り、新しい観光としては地域の個性ある生活や風景に入っていくと。それから、行動

としては見物、保養、宴会、こちらは交流、学習、体験。それから、グループ、団体が多かっ

たのがこれからは個人が多くなるだろうと。それから、周遊型が昔は多かったのがこれからは

長期滞在をすると。昔はハードが中心、設備とか建物、そういうものが中心ですが、これから

はサービス、ソフトが中心になっていくだろうというのが日本政策投資銀行の調査に出ている

わけでございます。 

  宮城・仙台の観光資源としてどんなものがあるかというと、これは従来からいろいろありま

した。ただ、例えば仙台にお客さんが来たとき、仙台で何を見てもらうかというときに、私自

身、個人的には非常に困るんですね。青葉城、仙台城址に行ってもお城はないし、あとは瑞宝

殿ぐらいですか。あとは本当に仙台らしいものというのがないので、本当はそういうのをつく

っていかないといけないだろうと思っております。そういう意味では、例えばこれから可能性

あるものとして、貞山運河、先ほどの石井閘門、野蒜築港遺跡があるかと。それから、歴史遺
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産として、これは案外知られてないんですけれども、東北大学の片平地区には明治から大正に

かけての建物が 30 棟ぐらい残っているんですね。それを観光資源にしようということを頑張

っている団体もございます。そういうものがこれから資源になるのかなと思います。  

  これは一例でございまして、野蒜築港跡で、これは震災前ですけれども、震災後も行ってみ

たんですが、もちろんこれはそのまま残っています。ただ、れんがあたりがいろいろ被害を受

けたかなと。それから、サン・ファン・バウティスタ号もそのまま残っています。ただ、ちょ

っとマストか何かが折れて修復中だということでございます。  

  観光資源として運河というのはどうなんでしょうかというと、これは皆さんご存じかと思い

ますが、日本では小樽運河が特に有名なんですが、あるいは長崎、小樽の人がいたら怒られま

すが、長さにしたら大したことがなくて、あれを観光資源にしているというのは立派だと思う

んですけれども、相当にやっています。あとはイギリス、オランダ、ベルギーあたりは、もと

もとは運河で栄えた、物流ですね、運河を用いて栄えたという歴史がありますので、今でもそ

れが残っているということですね。それから、あと運河の特徴としては、何よりも輸送という

のがあるんですが、水が安定をしているということが、余り風とかそういうものに影響されな

いとか、そのほかいろいろな特徴がございます。  

  一つだけ運河の観光の例を参考までにご覧いただきますけれども、これはベルギーの古都ブ

ルージュというところです。街全体が運河になっていると。昔はこの近くまで船で荷物を持っ

てきて、そして運河を使って街じゅうに輸送したと。ところが、今は港が浅くなって使えなく

なって、運河だけが残ったと。それを観光資源にしておりまして、物すごい雨の日だったんで

すけれども、物すごい観光客があふれているというような状況でございますので、運河を使っ

た観光というのはやっぱり世界でもある程度の評価を得ているんだろうと思います。  

  ３番目に、貞山運河に関わる地域の連携としまして、運河の魅力再発見プロジェクトについ

てちょっとお話をいたします。 

  国土交通省の港湾局が 2007 年に運河の魅力再発見プロジェクトを公募いたしました、全国

に向けて、こういう交付金を使ってと。条件としましては、運河のある地域に協議会をつくり

なさいということでございます。運河を使って、利用してこういったいろんな仕掛けをつくり

なさいと。名取市が貞山運河について申請をいたしました。そのときのベースになったのがこ

の報告書でございます。この報告書をもとに申請をいたしまして認定を受けたということで、

ほかに９運河、全部で 10 運河が認定を受けて 2007 年度には活動をいたしました。ところが、

予算がずっと来るはずだったのが 2008 年度から助成が中止ということで、助成が１年度だけ
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ということになりまして、その後の協議会の活動が非常に難しくなりました。条件がありまし

たので、貞山運河の魅力再発見協議会というのを設立いたしました。一応、貞山運河に関わっ

ている市町は全部で９つ、７市２町ということで、この自治体がメンバーになりました。あと

は大学とかＮＰＯが入っています。ここに利府町が入ってないんですけれども、利府町は松島

湾という観点から見るとやっぱり運河に関係しているということで、多分今後利府町も参加希

望が出てくるかなと思います。 

  事務局は名取市にお願いいたしまして、実際どんな活動をしているかといいますと、予算が

ほとんどないもんで手弁当なんですね。貞山運河のリレーシンポジウムの開催、貞山運河の利

活用指針の作成、それから各種イベントの開催というようなことをやってまいりました。シン

ポジウムは、３つの堀と２つの運河それぞれでシンポジウムを開催しましょうということでス

タートいたしました。１回目がこの時期にありまして、仙台空港ターミナルビルをお借りして、

非常に安くお借りしてやりまして、これは結構 170 人ぐらいの参加者がございました。このと

き仙台は大雪で大変だったんですけれども、多くの方がアクセス鉄道で来ていただきました。

車を運転してきた方は来れなくて残念だったということを後から聞きましたけれども。それか

ら、第２回は仙台市内の戦災復興記念館で、これは新堀についてやりました。そのときは 300

人ぐらいの人が、会場に入り切れないぐらいの人が来ていただきました。第３回は東北歴史博

物館でやりまして、これは御舟入堀ですね。250 人ぐらいということで、これはいずれも結構

人が参加されて、私たちは関心を持っている方が多いということを感じまして、非常に心強く

思った次第でございます。第４回を去年１月または２月に石巻地区で東名・北上運河というこ

とでやろうかなと思っていたら震災でこれが中止になってしまったということでございます。  

  次に、貞山運河は７市２町がいろいろと今までも行事をやってきております。その行事はそ

れぞれに意義があるんですけれども、ばらばらに何か全く違う方向で活動していてもまずいの

ではないか、できたら基本的に同じ方向を向いてみんなで一緒に努力しましょうと。それには

何か指針みたいのが必要だということで、その指針の作成を始めました。これはつい１月の下

旪に刷り上がったんですけれども、これがその指針で、先ほどの報告書は大体 60 ページぐら

いで、これが 27 ページぐらいのもので、これにこれから貞山運河をみんなでこういう方向で

利活用のことを考えていきましょうということが盛り込んでございます。  

  次の４でございますが、地域創造に向けてということですけれども、これはちょっと勝手な

図なんですけれども、こちらは年ですね、地域の力、私は勝手に地域力と呼んでいるんですけ

れども、地域の力というのは今までだんだん低下してきていると思います。その理由としては、
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地域産業が衰退している、後継者が不足している、人口が尐なくなっている、高齢化が起こっ

ているというようなことが原因になりまして、地域の力がだんだん低下してきているというの

が一般的な認識であろうと。それが今回の震災でどんと、言葉はきついですけれども、地域が

破壊されてしまったのではないかと。今一生懸命ここから元に戻そう、要するに将来に向けて

復旧復興を考えようとしていろんな皆さん頑張っているわけですけれども、そのときにどうも

何か地域をただ復旧するというような考え方がある程度あるのではないか。これですと、復旧

して、これが地域によって５年だったり、７年だったり、10 年だったりということを言われて

いるわけですけれども、その復旧をやったときに、元に戻すだけだったらまたその低下という

のが同じように継続するでしょうと。それではやはりまずいので、私はここで思い切って地域

を新しくつくる、創造するということで皆さん頑張っていただいたほうがいいのではないかな

と思っているわけでございまして、地域創造というのは既存産業を復活させる、要するにかな

り前のところとしては結構力があった、そこに持っていきたいというのが一つと、あと新しい

産業をつくると。それから、地域の安全性の向上、それから新しく街をつくるという、そうい

う地域創造がここで行われれば、そこからは持続的に発展していくのではないかというのが私

の考えでございます。 

  地域創造とは何かといいますと、もう尐し具体的に言いますと、既存産業の復活というのは

農業、水産、６次産業、製造業、それから新産業、これに観光と入れていますけれども、地場

産業、先端産業、それから地域安全性の向上として、地域ライフラインの構築、地域情報ネッ

トワークの構築と。今回の大震災で多くの地域で苦労したのがこの安全性といいますか、地域

ライフラインの問題と情報通信がうまくいかなかったということで、それはやはりこれから考

えていかないといけないだろうと。  

  それから、新しいまちづくりとして、これはスマートシティの実現ということがとても重要

ではないかなと思います。スマートシティというのは今まで余りなじみがないかもしれません

けれども、実は昨日、仙台国際センターで「東北発ニッポン元気会議」という集まりがありま

して、多分出られた方もおられるかもしれませんが、そこで県知事もパネルディスカッション

のパネラーとして話しされたんです。そのときに知事が言われたのは、いろんなことを言われ

たんですけど、まず一つは観光産業であると、宮城県は観光産業をやりますよと。それから、

これは私は本当にうれしかったんですが、知事がスマートシティというキーワードをはっきり

言われたんですね。地域振興ではスマートシティを考えなきゃいけないということですので、

知事がそういうふうに言ってくれると非常にこれから弾みがつくかなと思っております。  



- 9 - 

  スマートシティのことについてちょっとお話しさせていただきますが、実はこの辺が私の情

報の専門と絡んでくる話になります。要するに、スマートシティというのは地域が持つさまざ

まな独立したシステム、行政、教育、その他この周りの枠にあるようなものが地域にとって重

要な小さいシステムになります。そのシステムをばらばらにやるんじゃなくて、それを一つの

大きなシステムとして効率よく、しかも効果的に運用できるようにしましょうと、これが要す

るにスマートシティの基本的な考えでございます。中には住居とビジネス、仕事がありますと

いうことで、住居としては災害対応、地域コミュニティ、高齢者対応という問題、それからビ

ジネスについては観光産業、地場産業、先端産業というものがあります。よく最近テレビなん

かでもスマートシティという言葉が出てきているんですけれども、あれは何かエネルギーのこ

とだけしか言ってないんですね。あれは非常に大きな間違いだし、誤解を招くので、あれはや

めてもらいたい。要するに、スマートシティというのはエネルギーだけの問題ではなくて、エ

ネルギーももちろん入るけれども、トータルで考えないといけないということでございます。  

  それから、この報告書について簡単に申し上げますと、利活用の基本的な考え方として、沿

川の自然と歴史遺産としての価値を維持しましょう。沿川住民の暮らしによくない影響は絶対

に与えないようにしましょう。あとは当然津波に対する防災効果が今回あったのではないかと

いうことです。その可能性に着目する。それから、地域創造のための資源の一つとして位置づ

けるということで、観光産業と地場産業、それからできれば貞山運河ブランドというようなも

のをつくっていったらどうかということでございます。地域がそれぞれ活動するときに、やは

り貞山ブランドという一つのイメージのもとで活動するのがよろしいのではないかということ

でございます。 

  貞山運河を一つモデル化するときに、これは貞山運河観光エリアということで考えています

けれども、全体を貞山運河観光エリアというふうに３つの堀と２つの運河を貞山運河観光エリ

アとして、その中にゾーンがあって、ゾーンの中にブロックという構造を考えたらどうかとい

うことでございます。ゾーンの中にはいろんなグリーンツーリズム、ブルーツーリズム、いろ

いろあります。宿泊とか食事だとか歴史だとか、こういうような仕掛けを各ゾーンの中につく

っていくということでございます。  

  貞山運河利活用の課題としまして、これはいろいろあります。一つは、要するに水質とかご

み、運河がもともと持っていた機能が今弱くなってきているということですね。それから、基

本的には地域のいろんな団体との連携が必要だろうということでございます。ちょっと飛ばし

ます。省略をいたします。 
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  これは環境関係の問題で、震災前に木曳堀を調査したときのデータでございますが、こうい

う木が倒れたり、枯れたり、倒れて運河にせり出しているとか、こういう問題、これは廃船で

すね。船がそのままほったらかしてあるということです。これはごみですね。ごみがすごい流

れている、橋のたもとにはこんなかたまっているとか。これはアシの中に発泡スチロールが全

部入り込んでいる。これは流れないんですよ。これは本当にみっともないんですね。こういう

問題がありますということです。  

  それから、各ゾーンとしましては、堀、運河を一つのゾーンとして考えたらどうかというこ

とで、木曳堀ゾーンですね、これは仙台国際空港がありますのでその辺の連携とか、あとはこ

こに閖上港がありますので港との連携。新堀ゾーンになりますと、ここは教育環境としても優

れている。この近くに今度は地下鉄がまいりますので、そうなるとアクセスがよくなって、よ

り注目されるかなということです。これは御舟入ゾーンで、ここは 2.6 キロが潰されてしまっ

たというような経緯がございます。ここは松島につながりますので、松島湾との連携というの

もあるかなと。東名運河に関しましては、その奥に奥松島がございますので、奥松島との連携

による観光というのもあるかなと。北上運河に関しましては、これは石井閘門があります。野

蒜築港と石井閘門というようなことでございます。それぞれのゾーンは５つ、堀・運河に対応

したゾーンにしていますけれども、そのほかいろいろと特別なゾーンをつくってもそれは構わ

ないので、その地域の人たちが知恵を出してつくっていけばよろしいのではないかなと。  

  これは、そのために新しい組織をつくる必要があるかなと。今の貞山運河の魅力再発見協議

会というのは自治体が中心でございます。要するに官が中心でございますから、それはそれで

重要です。だけども、その官の視点だけじゃなくて、やはり民間の力も入れていかないといけ

ないということで、民間をベースにした新しい組織があるといいかなということで、こういう

新しい組織をこれから考えていきましょうということでございます。  

  それから、結びとしまして、これはまとめになりますけれども、大震災の復旧、それから貞

山運河による地域創造の支援、安全性の向上、観光産業をこれから貞山運河を核にして興して

行ったらどうかなということ、先ほどの民間ベースの新組織ということになります。  

  この資料の中に入れた写真は全部震災前のやつでしたので、震災後に撮った写真が四、五枚

ありますので、それをちょっとご覧いただきます。それで終わりにしたいと思います。  

  これはおわかりになりますか。仙台新港をつくる前の貞山運河です。これが貞山運河です。

どうもこのあたりに仙台新港をつくったのではないかと、ただ非常に難しいんです。場所を特

定するのは難しいので、これからもいろんな人に聞いて確認したいと思います。この写真はア
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ジア航測株式会社の提供によりまして、場所がちょっと 100％定かではない。ただ、どうもこ

のあたりに仙台新港をつくったので、ここからずっと貞山運河が切れたのではないかと。これ

は貴重な写真だと思います。 

  これは石井閘門になります。石井閘門なんですけれども、石井閘門の上に実は道路が引かれ

ているんです。だから、歴史資産の上に新たに道をつくっちゃったんですね。これはやはり何

とかしてほしいなというのが私の願いです。  

  これは野蒜築港、これは北上運河です。こっちへ行きますと鳴瀬川に出ます。これが遺跡、

れんが造りの橋台です。これは一応残っているけれども、何かやっぱりダメージを受けている

なという感じはいたします。 

  これは、東名運河の一番出口のところにあります野蒜築港遺跡の資料室です。この中に資料

がいっぱいあって、私も行っていろいろ勉強させてもらったんですけれども、これは完全に津

波で水をかぶって、資料等はほとんどなくなっているという状況でございます。  

  これは去年の 12 月の石井閘門です。石井閘門の調査を国がやっているところを私は見に行

きまして、一応これ全部水をかき出して、津波でどれぐらい傷んでいるかなと。こっちが北上

運河です。多分１週間ぐらいかけて調査をしています。この調査の結果どうするかはわからな

いんですけれども、ちょうどこの時期しか見れないので見に行って写真に収めてきたんですけ

れども、そういう写真です。一応貞山堀に関しては国も、あと県もいろいろやっているんだと

思いますが、その一部を紹介させていただいて、そのほかについては余りまだ情報を持ってお

りませんので、これから情報を集める必要があるかなと思います。  

  ということで、ちょっと時間オーバーしたかもしれませんけれども、以上で私のお話を終わ

らせていただきます。どうもありがとうございました。（拍手）  
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基調講演② 

「いま、貞山運河を思う人たちの様々な考え」 

 

いま、貞山運河を考える会代表 上 原 啓 五 

 

  こんにちは。上原です。 

  「いま、貞山運河を思う人たちの様々な考え」という題にしたのは、さっきも紹介していた

だいたんですが、メディアテークで「考えるテーブル」という事業があったんですね。そこで

何か企画してくれませんかという相談がありまして、もともと個人的にも復興計画の後の景観

というのがどういうふうになるのかすごい気になってたもんですから、じゃぜひやらせてくだ

さいということで始めました。「考えるテーブル」という趣旨は、メディアテーク１階のオープ

ンスクエアで復興のために動いている人たちの東北セッションとか公開会議とか市民団体の活

動報告会などを企画したんですね。  

  そこでなぜ貞山運河を考える会をつくったかというと、震災の後に専門家の方とか行政が中

心になっていろんなところで復興会議が始まりました。そして、高台移転とか防潮堤をつくっ

たりとか、道路の嵩上げをするとか、そういったいろいろな復興が始まったんですね。だけど

も、道路の復旧とか瓦礫の処理とか港湾の修復などは、それは緊急にやらなきゃ駄目だと思い

ます。しかし、一方では、７メートルの嵩上げして景観は一体どうなるのかとか、そこに住ん

でいる人たちはどういう思いをするのかとか、そういうもう尐し別な視点からの問題もいっぱ

いあったんですね。特に長い先を見た復興計画というものが必要なんじゃないかと。例えば、

バルセロナのサグラダ・ファミリアは 300 年以上もずっと延々とやってるわけですよね。貞山

運河もできたのが 400 年前で、250 年もかけてつくられた運河であると。だから、そういう視

点で考えれば、今目先の計画だけじゃなくて、やはり先を見越したような復興プランというも

のも必要なんじゃないかなと考えました。  

  それで宮城県の地図を改めて見ると今回の被災地の海岸線にちょうど貞山運河があったわけ

です。それをどうするかという視点なんですが、一番大事なのはそこに住んでいた人たちの目

線で考えてみるのが実は復興プランをつくる上で一番大事なんじゃないかなと思って、市民の

皆様に集まっていただいて、ざっくばらんに話をしてみようということで始まったわけです。  

  その経緯と内容はかなりボリュームがありまして、とてもこの中では紹介し切れないんです

が、幸い今はインターネットとか、ああいったウェブでそれは全部見ることができます。ぜひ
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それを見ていただきたい。全部で 2011 年から 12 年にかけて合計７回やりました。メディアテ

ークの１回と７回で延べ約 200 人ぐらいの人たちの意見を聞きました。その中をざっと紹介し

ますと、１回目が最初だったんですけれども、貞山運河に関心がある人たち、郷土史家の方と

か学生とか主婦とかライターとかいろんな立場の人が集まって、貞山運河について率直な思い

とか考え方を話し合ったわけです。主に、何かテーマを決めなきゃということで、じゃ貞山運

河の何々についてどうしたいかという考えを話しました。その中で出てきたのがいろいろユニ

ークなアイデアとか、現実は大変なんだなという話がいっぱい出てきて、その中で特に気にな

ったのは、自分はもう一度貞山運河のそばで暮らして、そこで死にたいと言った人がいて、そ

の話で結構盛り上がって、ふるさとをテーマにして話してみようかということで、１回目はふ

るさとをテーマにして話しました。貞山運河というのは、宮城県の人だけじゃなくて、よその

人もふるさとみたいなイメージがある、そういう要素がある。つまり日本の海岸の原風景みた

いなものを持っているんじゃないかということで、ふるさとをテーマにした話し合いをちょっ

としました。その後で今度はいろんなテーマを絞って話をしたわけですが、やっぱり何といっ

ても貞山運河というのは宮城県の誇りというか、シンボル的なものだったんでしょうが、意外

と忘れられていたという面があって、今回震災によってそれが逆に浮き彫りになってきたんじ

ゃないかと思うんですね。その中で出てきたいろんな意見と声をぜひできるだけ多くの人に聞

いてほしいということで、今回この席に参加させていただいたわけなんです。  

  詳しい内容は、メディアテークのホームページの中に「考えるテーブル」というのがあって、

その中に全部載っかってます。興味のある人はそれを読んでもらいたいと。それを印刷してま

とめてみたら大体Ａ４で 30 ページぐらいあるもんですから、それはちょっと時間的に無理だ

なと思って、そういうのを知りたい方はそちらを見ていただくということで、今日は私の考え

をちょっと話ししたいなと思って来ました。  

  それは、貞山運河の再生はどういう意味を持つのかということなんですね。一つは、貞山運

河を復興させるということは、宮城県の復興のシンボル的なランドマークではないかなと。さ

らに、復興を進めるための原動力になるんじゃないか、この貞山運河を中心にした復興が実は

宮城県の復興の軸になると。そういう意味でもやはりもっと深く、今までは市民サイド、市民

レベルでいろいろ話し合ってきましたが、これからはいろんな専門家のプロの方が混ざって、

今まで出た一般市民の意見をどうすれば実現できるかということをやっていかなければ駄目な

んじゃないかなと思います。 

  それから、さっきも宮崎先生のお話にもありましたように、50 キロ近い、日本一長い運河と
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いうことで、やはり地域間の協力というのは欠かせないのではないかと思います。宮城県が中

心になって、７市２町あるわけですから、そこの地域間の協力を取りつけて、震災を機会にし

た新しいネットワークというか、新しい絆をつくるべきじゃないかなと。 

  それから、３つ目に、郷土の歴史をもう一回勉強してもいいんじゃないかなと。そして、宮

城県にはこんな価値のある土木遺産というか、歴史遺産があったんだということをもう一度見

直すと、そういう学習も必要なんじゃないかなと思います。特に土木遺産ということに関して

は、日本の場合は建築に関してはかなり世界遺産に指定されたり、積極的に、今回平泉なんか

もなりましたけれども、土木遺産に関しては割と見落としているんじゃないかなと。これだけ

の規模の土木遺産は本当に世界遺産にしてもおかしくないようなものだと思うんです。さらに

今回は震災というものも受けているので、単なる土木遺産でもなく、復興のためのメモリアル

的な土木遺産として世界遺産まで推進してもいいような宮城県の大事な遺産だと思います。  

  それから、４つ目は、県内のネットワークだけじゃなくて、これは世界中に発信して、世界

中からいろんな人材とか、あとはデザインとか、それから資金も今回集めようと思えばできる

のではないかなと思っています。現にいろんな義援金が世界中から集まってきたり、いろんな

アーティストが協力してくれたりしていますので、こういう土木に関しても優れた建築家とか

アーティストとかデザイナーが知恵を出してもらえば、それはもっとすばらしい復興再生がで

きると思うんですね。 

  最後に５つ目に、私は、今かなり松林はなくなり、運河は壊れたんですけれども、考えよう

によっては今からもっと美しい環境ができると思うんですよね。今までコンクリート護岸だっ

たところを例えば自然石で石積み護岸にするとか、松だけじゃなくて、いろんな樹木をちゃん

と計画的に植えるとか、100 年、200 年、300 年先をちゃんと見越した計画をすれば、今より

遥かにいい環境と景観が再生することができる、そういうふうに考えてます。 

  問題は、今度そういったいろんなプランをどう実行するかということだと思います。まずは

貞山運河ってどんなすばらしい価値があるのかということをもう一回見直さないと駄目だと。

私も貞山運河って一体どんな価値があるのかなと思っていろんな人に聞いてみたら、これが正

しいかなと思っているのは、歴史的な景観だと言うんですね。400 年、最初は人工的につくら

れた運河も、長い年月を経ることによって半分自然に戻っているような、半自然というか、庭

をつくる立場から言うとそれは理想的な話なんですね。もともと庭というのは自然を人工的に

つくって、いかに自然に見せるかというのが庭のつくり方なんですけれども、今回はそれを恐

らく 50 キロの 10 キロだから 500 平方キロぐらいの面積の日本を代表する自然景観をつくるこ
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とができるわけですよね、今から。だから、そういう考えで貞山運河を見直すと、これは大変

な仕事なんですけれども、すごいことだと思うんですね。日本の観光産業も、やっぱり美しく

なければ人は来ないと思うんですよ。これから観光立国にするんであれば、今回の震災は新し

い観光地に変えられるというチャンスでもあるわけですね。だから、そういう意味でもう一回

貞山運河を見直そうと、そういうところからまず始めると。  

  その次に、これは全部マスタープランをつくってグランドデザインしてとなると恐らく相当

の年数がかかると思うので、これは実現できるところから始めていく、そういう実行プランを

つくる必要もあると思うんですね。しかも、そのプランはつくって終わりじゃなくて、それは

持続可能なものじゃないと駄目、維持管理とか運営もちゃんとやれるような組織をつくらなき

ゃ駄目という問題があるんですが、これをうまく解決した例が、実はドイツのＩＢＡ（イバ）

という組織がそれをやっているわけですね。私は、７年ぐらい前になるんですけれども、ＩＢ

Ａがやったエムシャーパークという場所をちょっと見てきたんですけれども、話だけではつま

らないので、尐しその部分の写真を見ながらご説明したいと思います。  

  北ドイツのルール地方に、昔、重工業が１８世紀末から１９世紀にかけてすごい盛んな工業

地帯があったんです。ところが、その工業地帯が衰退して、みんな移転をしたわけなんです。

だけども、その企業は汚したまま全部、そのまま残して別なところに移ったんです。だから、

エムシャー川という川があったんですが、その川はヘドロでどろどろで、あとは壊れた建物が

いっぱいあるという状況で、ＩＢＡという組織が環境先進国であると自ら言っているドイツが

そういう状態ではまずいということで、そこを計画的にきれいにしたんです。エムシャーパー

ク、ラントシャフトパークという公園にしたわけです、川全体を。これは貞山運河より遥かに

広い 700 平方キロぐらいの広さなんですけれども、そこを例えば古い水力発電所とか残しなが

らそれを観光資源に使って観光開発したわけなんです。工場なんかもそのまま残しているんで

すけども、ここにある木なんかは 20 年ぐらいでこういうふうに成長してきてるんです。特に

木を植えなくても自然はやっぱりこういうふうに回復してくるんですね。だから、下手な植栽

計画するよりも放置したほうが遥かに美しい場合もあります。例えば、これは水道局の貯留槽

なんですけれども、これにエレベーターとかエスカレーターをつけて直したやつとか、その周

りには、クラインガルテンというドイツの市民農園なんですけれども、そういうものを併設し

た集合住宅ができたりとか、とにかく川をうまく改修してすばらしい景観をつくったんです。

そうしたら、もともとここから逃げ出した企業がまた戻ってきて同じところでやってました。  

  だから、人っていうのはやっぱり美しいところに集まる習性があるので、貞山運河を今のま
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まにしておくと誰も寄ってこなくなるんじゃないかなと、あそこはやっぱりきれいにしなきゃ

駄目なんじゃないかなと思います。  

  これはたまたまケルンの近くにあった、これも古い建物、工場なんですけれども、そこに新

しいこういう看板をつけて、このときはちょうどデザイン展をやってたわけですが、この古い

建物と新しいポスターの対比が非常に美しいと。こういうふうに元のところに新しい企業がど

んどん新しく入ってきて栄えている。  

  これも鉄工所の跡なんですけれども、奥の建物は古いんですが、手前のエスカレーターは新

しいんですね。これは溶鉱炉の鉱石が流れたイメージということで、真っ赤なエスカレーター

をつくったりとか。あと、古い工場に新しくこういう象の形をしたエレベーターをつけたりと

か、とにかく古いものをうまく活用しているわけですね。 

  これも図書館とかレストランとかに活用してます。  

  立体駐車場もちょっとデザイン化しているので、きれいなんですね。  

  例えば瓦礫を使ったそういう何か瓦礫の山をつくるとか公園つくるとかっていう計画もあり

ますけれども、やはりそれをつくるときもデザインがすごく大事で、それを失敗するとやっぱ

りつまらないものになる。 

  私は行ったことないんですけど、北海道の公園があるんですけど、そこはごみ捨て場を公園

にしたんですけど、年間 60 万ぐらいの人が行くような公園とか。このサインにしても、やっ

ぱりわかりやすくて、美しいと。  

  貞山運河もできればこういうふうに、歴史的な残さなきゃ駄目な部分と、新しくつくり出す

部分をちゃんと、ここはこういうデザインで、ここはこういうデザインでみたいなのを決めて、

それから取りかからないと、今までの従来の公共事業的な発想でいくとやっぱり余り人を呼べ

るような場所にはならないんじゃないかなと思ってます。  

  例えば、ガソリンタンクなんですが、使ってないタンクの中を改造してプラネタリウムみた

いにしたりとか、周りの緑地の木と木をワイヤーでつないで、そこに滑車をつけてターザンみ

たいにして遊ぶとか、いろんな工夫がやっぱり必要なんだと思うんですね。  

  きれいになるとこういうふうに新しい集合住宅ができたり、テーマパークができたりとかす

るので、まずはきれいにすると。しかも、ツアーがあって、こういうふうにいろんな説明をす

る人とかがいて、一つの観光資源にまでなっているんですね。今、ドイツの新しい観光地にな

っているような気がします。こういう全然使えないような擁壁もロッククライミングに使った

りとか。これは 3,000 人ぐらい入る大きな工場なんですけど、中でコンサートをやったり、イ
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ベントをやったりしています。馬車で案内したりしています。  

  貞山運河に関して、今までの話を頭の中でまとめて、ちょっと下手くそで余り出したくなか

ったんですけど、震災の後にちょっと書いてたやつがあったんです。ここはちょうど井土浜の

あたりで、もともとはここにサイクリングロードがあったんです、それはもう壊れていますけ

れども。それを片側は多分高くして、海側も今度高くなるんですけれども、そういうふうにし

てそうなったとしても、中をきれいに整備すれば十分美しい景観ができるんじゃないか。瓦礫

にしてもうまくまとめればそういう公園のようなものもつくれるし、橋のデザインとかも工夫

すればそれなりに見られるものになると思うんです。これは当初、私ちょっと、こうなるのか

なと思って書いてたんですけども、こういうのにほぼ近い形になるような気がします。そのと

きに大事なのは、それぞれのデザインは、いろんな人を集めてそのアイデアをもらって、知恵

をかりるのは別に多ければ多いほどいいと思うんですが、それをまとめるのは宮城県がやらな

いと駄目だと思うんですね。いろんな活用の仕方によっては十分できると。 

  このイメージは、例えば閖上とか仙台新港のあたりなんかは海のすぐそばですから、それに

避難通路みたいなものをつくって、反対側は尐し高層の住居でもつくって、堤防が切れても大

丈夫なような計画とか、そういうのが幾らでも考えればできると思うんですね。そういうふう

になればいいなと思ってます。 

  最後のまとめなんですけれども、延べ人数なんですけど 200 人を超える人の熱心な議論のレ

ポートというのは私はすごい価値があるんじゃないかなと。それをまとめて、予算の関係もあ

るんですが、先ほどの貞山運河の魅力再発見協議会のようなノート的なものを作成していこう

と。メディアテークというのはたまたまそういうメディアの情報を発信するところですから、

これからどんどん活用してやっていきたいと。それで、皆さんにこの資料が渡っていると思う

ので、一番最後にホームページがあるんですけど、そこを検索してもらうとこういうようなイ

ンターネットにその話と内容とか写真が出ていますので、ぜひ見ていただきたいなと。今日は

皆さんにぜひそれを見ていただくためにやってきました。  

  どうもありがとうございました。（拍手）  
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基調講演③ 

「日本一の運河群、貞山運河・東名運河・北上運河を行く（震災編）」  

 

                              東北大学大学院工学研究科 

准教授 後 藤 光 亀 

 

  ご紹介ありがとうございました。１時間半も過ぎてちょっと眠くなるような時間帯ですが、

あと 30 分、ちょっとおつき合いいただければと思います。  

  私のタイトルは「日本一の運河群」というタイトルになっていますが、実は東北大学工学部

の同窓会誌というのがございまして、たまたまこういうタイトルで執筆を震災前に書かせてい

ただいたんですが、一昨年、震災に遭いまして、震災編を書くはめになったんですね。そうい

うことで、この資料は休憩の時間にどこか事務局にお預けしておきますので、ちょっと見てい

ただければと思います。同窓会のご厚意で、運河群がある自治体の図書館にこれを寄贈させて

いただく予定であります。 

  それでは私の話、この３編の話をベースにしてお話をさせてください。どちらかというと今

までは産業とか観光とか、そういうふうな話が中心だったんですが、私としては土木技術の話

を尐しメーンにさせていただければと思います。  

  その前に、仙台湾のでき方といいますか、仙台平野のでき方についてちょっと勉強させてい

ただければと思います。 

  今から２万年前の最終氷河期のときは金華山沖まで約 100 メートル、海水面が低かったんで

すね。１万年前にだんだん暖かくなってこのレベル、縄文海進の 6000 年前でこのレベルにな

っています。その後にどんどん山からの土砂が供給されて、こういうちょっと高い自然堤防と

か海岸の汀線のところに砂が漂着してちょっと高い浜堤というのをつくって、約 1000 年ごと

のピッチで１、２、３と３つの浜堤ができました。木曳堀がここから始まりますけれども、こ

の第３浜堤のところに実は運河群が形成されていきます。1600 年初頭に木曳堀が城下への物資

搬入と後背湿地である湿地群を運河を掘ることによって地下水位を下げ自然開発をするという

ところから始まりまして、1670 年代に塩釜の物資を仙台に運ぶために御舟入堀が開削される。

その後、明治以降、明治政府が東北開発の要として鳴瀬川の野蒜の地にこういう舟運を確保す

るための工事が 11 年から始まって 15 年に開港するんですが、台風で被災をして 18 年で中止

になってしまいます。そのときにできたのが北上運河、これが石巻からここに石材とか物資を
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運ぶために開削されました。そうしているうちにこの潜ヶ浦というところが尐し泥がたまり始

めたので、この潜ヶ浦のところに汽船が泊まるため、あるいは物資を運ぶためにここに東名運

河を開削していくというふうな状況になります。  

  こういうものをオランダのファン・ドールンがつくるわけですけれども、いずれにしても砂

と水によっていろいろと悩まされた計画でありました。これがその市街地の計画図です。突堤

と言われるところから 艀
はしけ

で宮戸島近辺の汽船から荷物を運んで、ここで荷下ろしをするという

ふうな格好になります。この突堤が台風で洗われて困ってしまったわけですね。  

  私が野蒜築港に関わったのは、実は着工 120 年のときの 1998 年、学会の「土木の日」のＰ

Ｒとして関わったのが始まりです。地元密着型で長く活動するということをキャッチコピーに

して、できるだけ我々土木技術を理解していただくためのサポーターづくりをお願いをしよう

ということで始まりました。翌年、野蒜築港ファンクラブが立ち上がってきて、それから長い

おつき合いをさせていただいております。  

  その結果、いろんなところとの連携、福井県の三国港、九頭竜川の河口にある、やはりオラ

ンダ人が設計した三国港、それから熊本県の三角港、明治三大築港と勝手に言っていますけれ

ども、こういうところの行政の方々あるいは小学校の子供たち、先生方との交流もさせていた

だきました。こういう地元の方といろいろ話をさせていただいた経緯、悪水吐の発見につなが

ったり、あるいは協力をしていただいたり、その他、地元浜市小学校を中心に生涯学習への支

援をさせていただいてきました。 

  これがその活動の一端です。2001 年です。この立派なレンガ橋台が今回の津波で手前の２つ

が吹っ飛ばされてしまいました。  

  そうしているうちに、2000 年度から土木学会では選奨土木遺産という認定制度を始めました。

最初は近代土木遺産、築 50 年以上ということだったんですが、全国で 20 件程度、毎年選びま

しょうという話が起こってきました。近代土木遺産とは、技術、デザイン、そして系譜が優れ

ていて地域の人たちに愛されているというふうなことが評価対象になります。当然、東北では

どこが一番候補になるかというと、やはりピカイチで野蒜築港関連事業というのを認定をさせ

ていただきました。石井閘門はその後文化庁が重要文化財に指定していただきましたし、この

運河群も史跡として認定をしましょうという動きの最中に残念ながら津波でいろいろ被害を受

けてしまったと。この北上、東名、貞山運河も当然関連事業に入って認定をされております。

こういう銘板を差し上げて地元のところに設定をしていただくという格好で、この穏やかな野

蒜築港の景観が我々の楽しみだったわけです。 
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  その当初、津波が来る前は、「好奇心をくすぐられ、食欲を満たし、いにしえロマンに心身を

ゆだねながら、ゆるやかな時空間に遊ぶ」と、比較的のんびりな話で議論してたんですが、東

名運河とか船で動いて、蔵王連峰に沈む夕日を眺めながら、夜は宮戸島の民宿で朝捕りのお魚

を食べながら、次の日は縄文文化に触れて帰ると、こういう野蒜築港サンセットクルージング

というのをやらせていただきました。  

  そうしているうちに３月１１日に津波がありました。ここから約８メートル、数分で８メー

トルの衝撃があったわけです。津波前後の運河群を見てみますと、これは北上運河、東名運河

です。野蒜新町のお寺の屋根です。これはどちらも遺体捜索のために水を抜いているところで

す。こういう被害がありました。それから、これは深沼近辺です。サイクリングのこういう立

派なのがあったんですが、津波ですっかり持っていかれ、松林はなくなってしまいました。た

だ、おもしろいことに、ここの稲井石系の石積みがどうしたわけか残っています。これは深沼

の住宅街です。ここのところに昔こういう景色があったわけですが、すっかり持っていかれて

しまいまして、津波の浸水深２メートル以上で木造家屋はほとんど流れてしまうという調査結

果が出ています。これは井土浦近辺です。これも、こんなに海が近かったのかと思わせるよう

に松林がすっかりなくなってしまいました。阿武隈川近くに行くと、実はここの近辺は司馬遼

太郎が非常にすばらしいと、宮城県の職員はよくここを残してくれたなということを 1985 年

の「街道をゆく」で書いている部分ですね。今回、ここのところは意外と松林の被災は尐なく

て済んだというふうな場所でもあります。 

  さて、運河には川とのつなぎ目のところに水位差を調整するために閘門があります。一番有

名なのは石井閘門です。現役の一番古い洋式閘門です。残念ながら 70 センチ沈下しています

ので、ひび割れも含めて、石井閘門保全対策検討委員会が今動いています。先ほど宮崎先生に

紹介していただいた水抜きあるいはその裏込めがどうなっているかというような調査をして、

これをどう補修するかと。あと 100 年、1000 年もたす、1000 年までいかないですね、数百年

もたせるためにはどうしたらいいかという検討に入っています。  

  もう一つ、北上運河で重要な認識を我々持ってなきゃいかんのは、これの下は北上運河、隣

が石井閘門です。実は、定川というところから北上運河を遡上して津波が旧北上川へ抜けてし

まったんですね。一部、蛇田というところで運河を上ってきたものが陸側に水が流れて、運河

を伝って津波が上がってきたという現実があります。これを撮影したのは操作員の茂木さんと

いう方なんですが、本当に命懸けの撮影だったと思います。マイターゲートという観音開きの

ものも、１回完全に開いてしまうと水圧で簡単に戻らないということなので、その辺の構造も
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いろいろ考えさせられる事例でした。 

  もう一つ閘門として、釜閘門、大曲の近辺にあるものですが、これが震災前、これが津波後

です。ここの部分がすっかり流されてしまいました。実は釜閘門をつくった年代はよくわから

ないんですが、改修は大正５年になっています。  

  この閘門と非常に似ている形をしているのが南蒲生閘門です。これも最初は明治 18 年につ

くられて、木製で始まるんですけれども、大正 10 年、先ほどの釜閘門とほぼ同じ時期につく

られています。これは昭和 50 年の写真ですが、北閘門、南閘門どっちも残っておりました。

これが 2010 年、津波を受けるちょっと前にたまたま撮影したものです。こういう鋼板の扉が

あって、石積みのものがあってと。残念ながら今回はこの痕跡がほとんどありません。  

  この前に木製だったものが昭和の初期に撮影された東名閘門という写真があります。この木

の部分ですね。こういう閘門がありました。明治 20 年の工学会誌に蒲生閘門という記事が載

っています。逵邑容吉さん、これは貞山堀の工事所長さんですね、この方が報告をされている

んですね。こういう閘門の図面があったんですが、この中で、こういう扉を動かすときの鋼材

といいますか、金属の部分とか、こういう基礎を打ったときの材料とか、これが設計図に書い

てあります。実は、この改修をするときに、野蒜にいるある潜水夫の方がこういう石材を回収

されているんですね。津波の後、野蒜の閘門のところも実は新しい橋をつくるときにこれが見

つかったんですが、残念ながら保管がうまくいかなくて、行方不明になってしまいました。と

ころが、津波後、いろいろ話を聞いたら実は片側だけ残っているということです。つまり、こ

ういうのは非常に貴重な土木遺産だと思います。蒲生閘門は大分被災をしていますけれども、

もし改築するときには、大正時代の構造物の基礎なり、あるいは石積みなり、そこがどういう

ふうにあるのかということをしっかり検討していただいて、瓦礫にならないように回収、保管

をしていただきたい。いずれ運河のミュージアムができたときにそれを展示して後世に残して

おきたいと思っております。 

  野蒜築港市街地、悪水吐暗渠の発見ですけれども、これは今回の津波でたまたま護岸がえぐ

られてしまってそれが剥き出しになったということであります。その以前から我々は３次元レ

ーザー測量というのをやってたんですが、この地図は野蒜地区市街地の計画図です。橙色で強

く書いてあるところが、これが悪水吐暗渠、いわゆる下水道のラインですね。前に 2004 年に

発見されたのはここの部分で発見をされました。今回の津波は、昔の堰堤があったところを越

流して堤防を越えて松島湾に津波が流れました。東名運河も左右に分かれながら来て、野蒜築

港はここですけれども、この部分のこの先端のところに実は発見をされました。  
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  野蒜地区にたくさんの土木遺産があるんですが、黒沢敬徳の碑、所長さんです。野蒜築港の

観測所、測候所です。これはできるだけ探したんですけど、一部発見されませんでしたが、ほ

とんどが回収して元の位置に戻っております。 

  この財産は野蒜築港近辺はこれだけあります。今回、津波で見つかったのはこの分です。残

念ながらといいますか、昔の地図と位置合わせをしているんですが、今回発見されたところと

昔の計画図はちょっとずれているんですね。この原因はよくまだわかりません。2004 年に発見

されたところ、ここにアベさんという方がいらっしゃって、この方が引っ越されるときに、実

は前に議論してたものが出てきたよと教えていただいて、いろんな方々にご協力いただいて、

11 メートルの長さの悪水吐管渠、凝灰岩の石積みのものが発見されました。中は高さ 60 セン

チ、こういうようなものです。この中には近代土管が、愛知県の常滑産の近代土管が使われて

いて、セメントを使ってる、非常に高価なものを一部使っています。  

  今回、津波で発見されたものはこれです。形状はほとんど同じです。下に板を敷いて、その

上に石を両側から載せているという形です。内径は全く同じです。ですから、先ほどの延長上

にあるものと考えられます。実際にどういう状況かといいますと、最初はわからなかったんで

すが、浜市漁港の大友さんという方に何かおもしろいものがあるよと教えていただいて見つか

ったのがこの状態です。それで、海が満潮になるとこんなふうに隠れてしまうということで、

護岸、梅雨時でしたので、緊急に応急復旧をしなきゃいかんということで、関係者に今度工事

をやるときにはもう一回きちんと確認しようねという確約をとって埋め戻しをさせていただき

ました。 

  こういう３次元レーザースキャナー、最近いろいろと使われていますけれども、図面の作成

なり、あるいは学習教材として使えないかということで、もともとやってたものです。こうい

うような装置です。３次元のＸＹＺ座標と画像で一緒に撮れるというものです。これは津波前

の画像ですけれども、れんが橋台、実はたまたまこれを非常に正確に図面に落とすことができ

ていました。新鳴瀬川にれんが橋台が３つあるんですが、１つの橋に６つの橋台があります。

この中の緑色のものは今でも見れるもの、赤のものは行方不明、黄色のものは一部どこかへ流

出して水底にあるものということになります。これをいろいろ調べて、こんなふうに津波前・

津波後、稲井石で積まれたところがすっかり持っていかれてしまっていますが、一部残ってい

ます。おもしろいのはこのように目地の部分できれいに剪断破壊されているという状況です。

津波の外力の恐ろしさといいますか、力強さがうかがえます。これは津波前・津波後です。こ

こもそうです。きれいに割れている。一部が水の中に水没している状況であります。 
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  こういうものを３次元レーザーでたまたま津波前も測っていて、これは重ね合わせたもので

す。尐し青く見えるものが津波前、その津波後のもの、この緑の部分がえぐられた護岸という

格好です。津波前後で、例えば石巻の一番形がよかったものが２つ吹っ飛んでどこかへ行って

しまいました。浜市漁港側は上のほうだけ壊れていますということで、この壊れ方にしても破

壊のされ方にしても、いろいろ津波が来る方向によって変わるということを検証する非常にい

い材料かなと思っております。 

  もう一つ、押し波だけでなくて、引き波によってかなり影響を及ぼしただろうという事例を

ご紹介させていただきます。これは地震後、津波後のものですが、メーターメッシュのレーザ

ー測量という結果です。この青っぽいところが低いところなんですが、これをちょっと見てみ

ますと、ここのところは多分引き波が戻ってきたと考えられます。この引き波で護岸がえぐれ

て、その反対側に、ここの部分に中の橋の３つのレンガ橋台がありました。恐らくこちらが一

番根こそぎ跡形もないので、洗掘されて、ほかの２つはどっちか倒壊しているという可能性が

あります。残念ながら、陸上、上から見ても全然わかりません。ですから、地中探査も含めて

どの辺にあるかだけは今我々が後世に残してあげないといかんかなと思っています。  

  さて、東名運河です。東名運河もやはり嵩上げ堤防で景観が変わるということもありますの

で、３次元レーザー測量をかけてみました。これが県道側、陸側の県道です。県道のコンクリ

ート護岸は被害がないんですね。一方、海側のコンクリートの護岸と石積みの護岸、その境目

はこういうふうにえぐられてしまっています。そのレーザー測量をすると、黒い部分は津波で

やられなかったところ、赤い部分がえぐられたところ、この分だけ土砂がえぐられてしまった

ということです。こういうことを長さ方向といいますか、運河の軸方向でいろいろ調べてみま

すと、こういったえぐれた場所がずっと見えるということで、このデータをいずれ津波を解析

する専門家に見ていただいて、野蒜の運河の近郊ではどういうふうな越流あるいは被災状況が

あったかということを解析していただければなと思っています。 

  これは野蒜の駅前です。これは野蒜市民センター、地盤高と浸水高、津波痕跡高、いわゆる

浸水深を足したものです。ここに 8.3 メートルとあります。ここが東名運河にかかる橋なんで

すが、ここが野蒜駅です。そうすると、ＪＲ野蒜駅のプラットホームにある津波の高さを見ま

すと約３メートル下がっていると。恐らく津波は運河を通って、どちらかというと松島湾のほ

うに抜けたがためにこちらのほうに浸水深をそんなに高くなく防御してくれたというふうなこ

とがうかがえます。 

  さて、運河群の今後の課題ですけど、３つ簡単にまとめてみたいと思います。  
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  １つは自然を読み解く力、一番最初に説明したように、仙台湾、仙台平野そのものがどうい

うふうにできてきたかということと、街を形成する力、次世代につながる力、この３つを考え

てみたいと思います。 

  明治９年の石巻湾を測図したものを見ますと、ここに鰯山というのがあります。ここのとこ

ろに鳴瀬第二中学校というのがあるんですが、この第二中学校の近くまで実は波が来ていたん

ですね。今の海岸線がこれですけれども、この白い点線の部分、ここまで昔は海だったわけで

す。明治９年ですから、たった 140 年前に海だったところに我々は生活の場をたくさん確保し

てこれたわけですね。これは昭和 10 年近辺の鰯山の図です。この近辺まで水が来ています。

それが明治９年から 34 年、昭和、平成に至ってどんどん海岸線が前進をしています。単純に

流砂、漂砂で水がはけたっていうことじゃなくて、実は河川改修のときにここに土砂を運んだ

という経緯があります。そういうことも踏まえて、ここの地形がどんなふうに成り立ってきた

かということをしっかり理解をする必要があるのかなと思います。 

  これは仙台市教育委員会の調査ですけれども、多賀城近辺の貞観津波の議論をするときに、

昔ここに湊浜がありましたが、ここの砂押川の近辺のところにこういう潟湖みたいなものがあ

って、津波が非常に浸水しやすい状況であったというふうなことが報告されています。  

  さて、津波だけではなくて、歴史・環境・防災拠点づくりをということでお話をさせていた

だきます。これは、北上川・運河交流館から野蒜築港資料室、蒲生御蔵等たくさんのものがあ

りますが、運河群の縦糸に合わせて当然のことながら野蒜築港あるいは伊達の時代の河川群の

横糸がつながっていて、いわゆる水の道、舟運が発達してきたわけです。ここに運河、閘門群

と下水処理場あるいは運動公園などが整備されていくわけですから、特にこういうところをう

まく活用していけたらと個人的には思っています。それで、幾つかのポイントに焦点を合わせ

てお話をします。 

  まず何を申し上げたいかというと、ここに集まっている方々、今日の出席者の名簿を見てみ

ますと行政の方がたくさんいらっしゃいますし、コンサルの方がたくさんいらっしゃるんです

が、やはり地域の方々の元気がこういうものを動かすには非常に大切かなというふうに思って

います。そういう意味では祭りというのは発電装置であり、充電装置であり、エネルギー源で

ありますから、これを何とかまず議論していけたらなと思います。 

  たまたま去年、野蒜でやられたものです。この中で、子供たちに 10 年後に東松島を描こう

という話がありました。ですから、近々にやれるものと、先ほど上原さんがおっしゃったよう

に、10 年後、100 年後を見据えた議論とかをきちんとリンクさせて考えていかなければならな
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いと思います。 

  その中で、私がちょっと強調したい部分を２つほど紹介させていただきます。  

  １つは蒲生御蔵です。蒲生のところ、もちろんここに舟溜があったんですね。なぜこんなと

ころがあったかというと、江戸時代は運河と河川を直接つなぎ合わせますと洪水のときに運河

に逆流しますので、直接川に運河をつなげられない。いわゆる近世の土木技術がどういうふう

にあったかということだと思うんですね。明治以降は閘門技術というふうに水位調整するもの

が出てきましたので、それをきちんとやることができる。そうすると、大代堀というところか

ら御舟入堀、ここから今度はずっと苦竹まで運んでいってという御舟曳堀ですか、こっちは人

が住めない状況、まして蒲生閘門がある、下水処理場がある、まさに環境あるいは防災あるい

は歴史を勉強できる一大拠点なわけですよね。そうすると、じゃあこの拠点をどういうふうに

残すか。この延長上にある仙台新港で途切れてしまった港をどういうふうに連携をしていくか、

これが非常に大切だと思います。恐らく河川管理者と港湾管理者と後で話す農業関係者とそれ

ぞれ立場が違うんですが、これのレイアウトをやはりまとめてその形をつくっていっていただ

ければなと思います。 

  ちなみに、ここに導流堤というのが昭和 23 年につくられています。これがないと実はここ

の河口がすぐ閉塞するんですね。それはちょっと後で話します。こういうふうな蔵がこの中に

ありました。実はここの部分は埋め立てただけで、昔のままに残っているんじゃないかと言わ

れています。ですから、ここ掘れワンワン隊じゃありませんけれども、そこの部分をきちんと

掘り起こして、昔の木杭なり何かをきちんと表へ出して、その歴史的な景観を踏まえたような

舟溜にしていただければと思います。  

  さて、野蒜周辺です。震災前はこういうライトアップもして非常に穏やかな空間でした。こ

こも御多分に漏れず多重防御ということで、東名運河を境にして非居住区・居住区に分かれま

した。仙石線も高台移転に伴ってルート変更であります。先ほど出てきました野蒜築港資料室

は、被災で浸水深が 1.6 メートルぐらいです。実はここの場所は、内務省、野蒜港を築港する

ときの出張所、野蒜の村役場、それから野蒜尋常小学校、それと公民館があった場所です。だ

から、公共性の非常に高いところに、いずれ河口で釣りをする避難場所も含めて、ここにきち

んとした建物あるいはソフト的なものを踏まえた構造物をぜひつくっていただきたいもんだな

と個人的には考えています。 

  これはマイターゲート形式、いわゆる観音開き形式です。石井閘門というものを意識しなが

ら、レンガ造り、マイターゲート方式にやりました。こういうふうな工夫がやはりほかの閘門
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のところでもあるだろうと思います。  

  ちなみに、ＪＲ仙石線、くの字に曲がったニュースがたくさん流れたことはご記憶にあると

思います。ここのところまで津波が来ました。この曲がったレール、これはいずれＪＲさんの

土地を東松島市が買うんでしょうけど、例えば逆にこれを残したまま活用したらどうかという

ふうに何か思ってみたりします。これは東名運河と平行して走っている区間がありますので、

これは一つの宝物かもしれません。  

  さて、もう一つ申し上げておきたいのは、実は景観というと、県が予定しているコンクリー

ト護岸で陸側も海側もがちがちに固めていけば津波防災上はより安全性が高まるというふうな

議論が進んでるやに伺います。だけれども、昭和 40 年以降ですか、新河川法ができたときに、

農業排水路、汚水排水路に実は運河がなってしまいました。これではやはり水質、これではよ

くなくて、水質を保全して、そこに捕れる魚介類が地域資産として活用できなければならない

と感じるわけです。これは農業排水路です。こんな真っ茶色な水が特に田植えをするときに出

てくるんですね。このシルト、非常に細かいものがいずれ水の中で沈殿してヘドロ化するわけ

です。そのヘドロ化したやつが今度の津波で先端が真っ黒い水になっているわけです。それが

不幸なことにというか、幸いなことにといいますか、運河群のヘドロを今回全部さらっていっ

てくれたかもしれません。そうすると、この津波の大災害を逆手にとって、この水質を保全し

なければ我々が将来笑われるということだと思うんですね。ですから、技術者にしても地元の

方々にしても、震災でやられたけどそれに負けずに、実は貞山運河あるいは東名、北上運河の

水質をこうやって我々は守ったと、あるいは守ってきて新たな空間がつくれたというふうなこ

とをぜひ自慢したいものだと思います。 

  そういう意味で、こういう濁りの部分をどういうふうに考えるかということで、これはグー

グルですけど、見てみますと、これが運河です。陸側にもう１本あるんですね。これは農業排

水路です。これの全体を見ますと、実はこの辺から流れてくる排水と運河は別系統で、ここで

ジョイントして流れています。恐らく、運河の管理者は県です。１級河川管理者は国土交通省

なんですけれども、農業排水者の方々と一緒になって議論しなければいけないのではないかと

思うんですね。ここのヘドロ化を防止するためには、やはり縦割りでない管理、例えば２元排

水とか、あるいは水位を調節するときの議論とか、出水時のピークの見方は難しいですが、そ

れ以外のもの、こういうふうなものを工夫しながら、県と国と農業管理者がうまく情報を交換

しながら水の流し方を考えなければならない。 

  ちなみに、これは震災前、震災３日後、20 日後、９カ月、12 カ月、これは七北田川です。
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蒲生の干潟部分です。最初はぼろぼろにやられたものも９カ月後には砂が大分ついてきました。

ところが、砂はこっち側に行って、流れはこうなっています。実はこの形は明治 21 年の砂州

と同じなんです。つまり運河側に水が流れていくと、ここのフラッシュする力がないもんです

から、漂砂で簡単に河口がこんなに曲がってしまうということがわかりました。したがって、

ぜひ覚えておいていただきたいのは、七北田川の水位というのは名取川の水位より常に高いん

だそうです。これはここの理事にもなられている田中先生たちが大分前に調べたことです。そ

うすると、やはりこっち側に水を流さないようにいろいろ工夫をするという、それも両側の県

管轄の七北田川と国管轄の例えば名取川、この辺の水位管理あるいは水の循環管理をうまくや

ってあげたらいいかなと思ってしまいます。  

  これは井土浦の近辺です。これも砂がつき始めました。そういう点では自然は意外と素早く

回復して、なおかつ微生物も、蒲生干潟は砂がつくとすぐゴカイがたくさんついたそうです。

ですから、生物も比較的早目に復活してくれているというふうな状況のようですので、これも

うまく形をつくってあげられればなというふうに思います。  

  運河の景観と一言で言いますけど、やはり歴史的な風情を感じる石積み護岸と松林群、きれ

いな水質によって、より魅力的なものになると思います。ですから、皆さんの英知を集めてこ

れをぜひやっていただきたいと。  

  最後に、堀川運河というのをちょっと紹介させていただきます。  

  第３回全国運河サミットにたまたま去年 11 月に参加をさせていただきました。日南市油津

港は、1600 年、ここに 
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藩とあるんですが、この木材をこちらに運んでくる、そのためにこの広渡川という外洋を通

ってくると大変なので堀川運河という運河を掘ります。お話を聞くと、どうも江戸屋敷で飫肥

藩の人たちと伊達藩の人たちはいろいろ交流をしていたというふうに多くの方がお話しされて

ます。つまり運河を掘る技術というのは、恐らく貞山堀、木曳堀を掘ったレベルと、堀川運河

を掘ったときの当時の技術者はいろいろ交流があったかもしれない。であれば向こうの方々と

こういう縁があるわけですから、ぜひ来ていただきたいと思うわけですね。これは堀川運河、

これが石橋です。どう考えても津波でこれは多分すっかり持っていかれそうな不安があります。 

  ちなみに、ここの運河は、寅さんシリーズの「男はつらいよ・寅次郎の青春」に風吹ジュン

がマドンナで出まして、寅さんといつものやりとりをするという場所です。  

  ここの場所は、何ていいますか、非常にまちづくりが上手だったんですね。もともとこの石

積み護岸は、国の予算が決まっていてコンクリート護岸になるということが決まっていたそう
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です、予算もついて。ところが、地元の方がそれでは駄目だということで、石積み護岸にぜひ

しましょうという話をして、内定になっていた予算を抱えて昔の建設省本庁に行って交渉した

そうです。運よく港なんとかづくりという予算をいただいて石積み護岸にしました。私が呼ば

れたのは、そういうまちづくり、水辺空間の創成で全国的に有名だということになりましたの

で、その一つのまちづくりの例として運河群の話をしてくれという話だったんですが、僕は圧

倒的に津波の話をしてきました。その理由は何かというと、この広渡川、ここは油津です、こ

の街の中の標高を見ると２メートルとか３メートルなんですね。今度津波が来たらそこは明ら

かにここから水が入って、引き波でこっち側に流れてきて、ここの運河もさっきの石橋も全部

持っていかれるはずです。であれば、被災した日本一長い運河群の我々は、彼らに来ていただ

いて、いろいろ意見交換をするなり、あるいは情報交換をするなり、これはぜひやっていただ

きたいと思っています。 

  今年の６月 22、23 日に、これは土木学会の話なんですが、土木史研究発表会というのを東

北大学でやります。ですので、この前後に全国の運河関係者をお呼びして、津波で運河群とい

うのはこういうふうに被災をすると、だからこういうことにならないようにあなた方のところ

でもきちんと準備をしましょうと。逆に、先ほど上原さんがお話しされたいろんな方のお知恵

ということであれば、そういう方々の話も伺って事例をもっともっと集めてみるとか、そうい

う我々のサポーターになっていただく。我々がもし５年、10 年後あるいは 20 年後、うまく復

興ができて、まちづくりができたら、今度は彼らが万が一被災したときに我々がサポーターに

なりましょうと。この交流をぜひ今年じゅうにやりたいんですね。  

  私個人的には宮崎県の土木部長さんとこのときいろいろ話題提供させていただきました。そ

のときに土木部長さんが嘆いていたのは、私はこういう話を聞けてよかったと、だけれども地

元の人はぴんと来てないんですね。だから、一生懸命東南海等の地震の津波の話をするんだけ

ども「いや、おらんとこは」という感じで、まだまだそういう認知度が低い。であれば、宮崎

県の土木部長さんをお呼びして、こちらの土木部長さんなりあるいは皆さんと懇談をしていた

だいて、このまちづくりをやったキーパーソンもお呼びして、一緒に交流していただく、そう

いう会もぜひ持っていただけたらなと個人的には考えています。  

  我々がやるべきこと、1000 年後、100 年後、これは地元の自慢であるというふうにぜひ言っ

てもらいたいわけですよね。そのためには、我々のような土木工学の研究者であったり技術集

団が後世に「おまえら何やってたんだ」と言われないように、ぜひ知恵を集めて形をつくって

いければなと思います。今後ともいろいろと何か皆さんとキャッチボールさせていただく機会
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があると思いますので、そのときはよろしくお願いしたいと思います。  

  以上で今日の発表を終わりにいたします。ありがとうございました。（拍手）  


